
貸与奨学生のみなさんへ
～返還誓約書は必ず提出しなければなりません～

日本学生支援機構

★登録のお願い★

教育学生支援部学生生活支援課奨学金担当

●TEL No.０８９－９２７－９１６８、９１６９
●メールアドレス syougaku@ stu.ehime-u.ac.jp
パソコンからのメールを受信拒否している人は、受信できるようドメイン
設定をしてください。



・奨学生証 （併用貸与者は２枚）

・返還誓約書※注（併用貸与者は２枚）

・貸与奨学生のしおり（ダイジェスト版）
・保証依頼書・保証料支払依頼書

（機関保証者のみ※併用貸与者は２枚）

・提出が必要な書類
・「返還誓約書」提出前のチェックリスト
・適格認定とは【貸与】
・マイナンバー提出書※対象者にのみ配付

配付物の確認

※注
給付奨学金（新制度）受給
者が第一種奨学金の貸与
を受ける場合は、第一種奨
学金の貸与月額が調整さ
れ、０円となる場合があり
ます。
この場合も、返還誓約書の
提出は必要です。



奨学金基本事項

 日本学生支援機構の第一種・
第二種奨学金は、貸与制（借
りるもの）です。

 奨学金を借りるのも、返すの
も皆さん自身です。

 借り過ぎに注意してください。
（減額もできます。）



・奨学生としての自覚を持って勉学に励むこと

（「適格認定とは」をよく読んでください。）

・在学中に異動があった場合は、奨学金担当者に必ず

連絡すること（休学、留学、復学、貸与額変更等）

・奨学金掲示板、HP（奨学金制度）を時々確認すること

・大学からの呼出には必ず応じること

・配付した書類はよく読むこと

・奨学生証等は必ず保管すること

奨学金基本事項



・奨学金の振込日を覚えておく。毎月１１日（土曜・日曜・祝日の

場合はその前営業日）

※４月、５月の振込は、通常より遅い。

・機関保証制度の場合、保証料が引かれた金額が入金される。

・スカラネット・パーソナルに登録すること。

（貸与額、奨学金振込口座、返還総額等が確認できます。）

奨学金の基本事項



∗ 奨学金継続願と修学状況等を総合的に審査

∗ 「①人物 ②学業 ③経済状況」

の３つの基準

∗ 「①廃止 ②停止 ③警告 ④継続」の区分に認定

∗ ①廃止 ②停止と認定された場合は、奨学金が振り込ま
れません。

「適格認定」とは



返還誓約書・必要書類を
学生生活支援課に提出
郵送の場合は、期限日必着

書類の提出が遅れると奨学金が停止されます。

期限までに必要な手続き



返還誓約書とは

あなたと日本学生支援機構との間の
奨学金の貸し借りを確認する契約書です。

「返還誓約書」に不備がある場合
奨学金の振込みは止まります！

「返還誓約書」を提出しない場合
奨学金を借りることはできません。



【学部生・大学院生共通】

①返還誓約書（本人控えはご自身で保管してください）

➁連帯保証人の印鑑登録証明書（原本）

➂保証人の印鑑登録証明書（原本）

➃連帯保証人の収入に関する証明書（コピー可）
※併用貸与者はそれぞれ②～④が２部ずつ必要です。

※保証人が、４親等以内でない場合や誓約日時点で６５歳以上の場合は

「返還保証書」が必要です。愛媛大学ＨＰからダウンロードしてください。

⑤返還誓約書の右下『添付書類欄』に記載されている証明書で

②～④以外の記載があればその書類も提出が必要です。

（住民票は、マイナンバーが記載されていないもの）

【大学院生のうち対象者のみ】

マイナンバー提出書･･･各自で直接日本学生支援機構へ郵送

提出書類（人的保証）



【学部・大学院生共通】
①返還誓約書（本人控えは自身で保管）
②保証依頼書（本人控えは自身で保管）
※併用貸与の場合はそれぞれ２部ずつ必要です。
③返還誓約書の右下『添付書類欄』に記載されている証明書で
②以外の記載があればその書類（住民票は、マイナンバーが記載

されていないもの）

【大学院生のうち対象者のみ】
マイナンバー提出書･･･各自で直接日本学生支援機構へ郵送

提出書類(機関保証）



マイナンバー提出書により、マイナン
バー・必要書類の提出が必要です。

同封している封筒で、日本学生支援
機構に送付してください。

大学院生のうち対象者のみ



返還誓約書記入例〈人的・機関とも同じ〉

「月賦返還」又は「併用返還」に✔する

黒または青のボールペン
で本人が記入
※フリクションなどの消せ
るボールペンは不可



返還誓約書記入例〈人的保証〉

添付書類は，ここに
印字された日付から
３か月以内のもの

※署名欄の同一筆跡は不可連帯保証人・保証人の住所
は印鑑登録証明書と同一の
住所でないと受取できませ
ん。

印鑑登録証明書の表記どおりに連帯保証人が署名

本人が署名
印鑑登録証明書の表記どおりに保証人が署名



返還誓約書記入例〈機関保証〉

本人が署名
連絡先に該当する本人が署名

※署名欄の同一筆跡は不可



証明書は古いものでもかまわないか？

返還誓約書に印字された日付から

３ヶ月以内までのものであれば

受付できます。

ポイント



返還誓約書の借用金額欄右上に
印字されている年月日を記入

現在住んでいる住所を記入

保証依頼書記入例

１０８００３ ００を記入

15 11 11
１３５－８６３０
東京都江東区青海２－２－１

日本学生支援大学 経済 経済 8 2 2 0 4 0 0 0 0 0 0

奨 学 太 郎

ショウガク タロウ

奨 学 太 郎

1234567X

03    123  45678



・黒又は青のボールペンで記入（消せるボールペン不可）

・印鑑は朱肉で鮮明に押印してください（スタンプ印，ゴム
印不可

書類記入上の注意点

鮮明 薄い 重ね印 二重印 欠け印 滲み印

○ × × × × ×
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機
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印鑑の押印について

奨学 一郎

失敗した
印鑑

（かすれ・にじみ等）

印鑑を押すときに、にじんだりしてしまったら・・

失敗した印鑑に重ならないように、
同じ人の欄の中に再度押印してください。



印字内容の訂正について

氏名、住所、生年月日、続柄等が添付書類の

内容と異なる場合、訂正が必要となります！

返還誓約書を訂正し『返還誓約書記載事項訂

正届（成年者用）』を提出してください。



印字内容の訂正について

印字されている生年月日が一部違っている場合

平成１２年１１月１１日生
３
奨
学

平成１２年１１月１１日生奨
学

平成１２年１１月３日生

一部の間違いでもすべて訂正する必要があります。



印字内容の訂正について

・本来印字されるべき欄が空白になっている場合、当該人物が欄内に記
入してください。（編入学生の場合などが該当します。）

・「返還誓約書記載事項訂正届（成年者用）」（様式２５－１）に必要事項を
記入し、返還誓約書と一緒に提出してください。

※様式は愛媛大学HPに掲載していますので、印刷してご記入ください。

・第一種と第二種を併用している場合は、訂正届も２枚（奨学生番号毎に）
必要です。



愛媛大学奨学金HPのお知らせ
検索エンジンで、

愛媛大学 奨学金 と入力。

重要な情報が掲載さ
れます。時々チェック
してください。



【提出先】愛媛大学学生生活支援課（図書館１階西側）

※郵送する場合は、レターパックライトにて郵送してください。

☆品名欄に返還誓約書在中と記入すること。

提出場所

（郵送の場合の宛先）

〒７９０－８５７７
愛媛県松山市文京町３番
愛媛大学学生生活支援課学生生活支援チーム 宛
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